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 アドミッションセンターの活動にご理解、ご協力いただき、ありがとうございます。

アドミッションセンターは、入学者選抜の企画・広報・実施等の業務を行い、佐賀大学

の教育研究の充実発展に寄与することを目的として、2007 年 10 月に発足しました。発

足から 18 年が経過し、皆様のご支援により活動が成果に結びつき、文部科学省が作成

する「令和 6 年度大学入学者選抜における好事例」にも本学の入試制度が紹介されるこ

ととなりました。 

2023 年度からは、新しく 1 名の専任教員が配置され、本センターの新たな業務とし

て、入学前教育プログラムの開発と運用が加わりました。18 歳人口の減少が加速する

中で、総合型選抜や学校推薦型選抜による早期合格者は増加することが想定されます。

こうした早期合格者を対象とする入学前教育の重要性は、今後ますます高まっていくも

のと考えられます。本センターでは新たな入学前教育を開発・実施し、成果を積み上げ

ています。こうした取り組みは他大学からも注目され、訪問調査の依頼も届くようにな

りました。また、2025 年度に着任したアドミッション・オフィサーも、これまでとは違

ったアプローチで精力的な広報活動を展開し、本センターとしては初となる SNS を利用

した取り組みにも挑戦しています。 

2025 年度の特徴的な事業は、文部科学省の『大学入学者選抜改革推進委託事業（生成

AI 等の活用）』を受託したことです。本事業は、東北大学と関西大学と連携し、大学入

学者選抜業務における生成 AI の活用可能性と範囲を明らかにするとともに、生成 AI を

活用する際の効果をシミュレーションし、生成 AI と教職員の適切な役割分担、機密性

の高い情報を取り扱うためのセキュリティ対策を含めたガイドラインを策定します。本

事業は、わが国の大学入試のあり方にも良い影響をもたらすものと期待しております。 

本センターの使命は、本学における入試制度や高大接続の発展に寄与することです。

各部局において、入試、調査、広報、高大連携などについて改革や改善を進める際には、

ぜひ本センターまでご相談ください。2026 年度も皆様には、一層のご支援、ご助言をい

ただきますようお願いいたします。 
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